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Researches 0叩nju山v巴凶edelin叫qu巴ncyhave been studied using d巴eli加nqt悶
agencies， particularly child guidance centers， have provided the service for delinquent children， however. The aim of this study 
was to examine the sociological factors regarding the occurrence of juvenile delinquency. Using oficial statistics， 125 variables 
were elicited and followed by the variable selection. Through the standardization， multiple regression， and principal component 
analyses， three components (Rural tendency， Educational size， and Mental Health Environment) consisted of nine variables 
were obtained finaly. Time series analyses in structural equation modeling were run; the model were comprised of delinquency 
variables affected by the three components and the previous themselves. Pre-delinquency were inf1uenced consistently by the 
rural tendency. Furthermore， localities were investigated using cluster analysis. Results showed that the three groups were 
classified as follows: rural (n = 6) ，mental (n = 11) ，and urban (n = 24) groups. ANOVA revealed that both no significant 
difference on pre-delinquency and a significant difference between mental and rural groups on delinquency were. Government 
administrations planning were discussed on the perspective of environmental criminology. 
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年度の虞犯/触法、 2002年度の虞犯/触法、 2008年度の虞犯/触法を予測する回帰式を 3つ構築し、 2002



































1996 2002 2008 
M SD M SD M SD 
防火対象物における映画館等率 (96) 2.7 3.1 2.3 1.5 2.6 1.9 
公営住宅管理個数における市町村営住宅率 (96) 16.0 23.3 16.0 23.2 15.7 23.1 
人口千人あたりの市街化調整区域居住率 (96) 8.2 15.1 7.7 14.8 7.0 14.0 
l中学校あたりの学級数 16.2 3.0 14.1 2.5 14.4 3.0 
中学校I学級あたりの児童数 33.3 1.9 32.3 2.2 30.9 2.3 
児童千人あたりの普通会計教育費(千円) 272.3 137.8 241.2 132.4 187.6 52.7 
人口千人あたりの一般病院精神病床数 0.7 1.3 0.5 1.2 3.l 4.6 
人口千人あたりの精神病院病床数 2.7 4.7 2.5 4.4 2.3 4.3 
人口千人あたりの精神病院数 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
児童千人あたりの虞犯件数 0.61 0.36 0.51 0.37 0.85 0.71 



















変数 1996 2002 2008 
1 村落傾向(ロ =.61)
防火対象物における映両館等率 .82 .91 .89 
公営住宅管理戸数における市町村営住宅率 .7 .8 .89 
人口千人あたりの市街化調整区域居住率 .8 .83 .83 
II:教育規模(日二.61)
l中学校あたりの学級数 .79 .85 .89 
中学校l学級あたりの児童数 .85 .92 .8 
児童千人あたりの普通会計教育費 .62 76 .76 
il:精神保健環境 (α=.73)
人口千人あたりの一般病院精神病床数 .04 .08 .98 
人口千人あたりの精神病院病床数 .98 .97 .98 













1996 2002 2008 
虞犯 触法 虞犯 触法 虞犯 触法
β p 8 p 8 p 8 p F p 。p 
1996 R2= .l42 R2= .l09 R2= .040 R2= .092 R2= .l35 R2= .l35 
村落傾向 -.410 .028一.211 .254 -.357 .067 -.302 .l1O .507 .008 .207 .257 
教育規模 .072 .687 .063 .730 -.078 .680 .099 .593 .l12 .534 -.028 .878 
精神保健環境 -.005 .975 .290 .064一.l67 .297 .l04 .503 .090 .551 .431 .007 
2002 R2= ー.012 R2= .l50 R2= .326 R2= .247 
村落傾向 一.254 .l48 -.290 .074 .654 .000 .376 .016 
教育規模 一.079 .649 .249 .l23 .334 .023 .267 .080 
精神保健環境 .l21 .458 .066 .661 .086 .517 .427 .004 
2008 R2= .288 R2= .214 
村落傾向 .666 .000 .403 .016 
教育規模 .295 目060 .267 .l04 
精神保健環境 .l05 .443 .403 .008 
注)表中の数値は、行変数から列変数への回帰における標準化偏回帰係数と重決定係数を示している。
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Appendix 
市町村ごとの人口あるいは面積で標準化した63変数
T児童千人あたりの虞犯件数
T児童千人あたりの触法件数
幼稚園教員 l人あたりの園児数
幼稚園 l学級あたりの園児数
・1幼稚園あたりの学級数
小学校教員 1人あたりの児童数
小学校 l学級あたりの児童数
l小学校あたりの学級数
小学校 l知的障害学級あたりの障害児数
・小学校 l情緒障害学級あたりの障害児数
当該小学校の長期欠席児童率
中学校教員 l人あたりの児童数
大中学校l学級あたりの児童数
大l中学校あたりの学級数
.中学校l知的障害学級あたりの障害児数
.中学校 I情緒障害学級あたりの障害児数
当該中学校の長期欠席児童率
女児童千人あたりの普通会計教育費
社会教育施設における図書館率
4砂防火対象物における学校等率
4砂防火対象物における図書館等率
児童千人あたりの療育手帳取得児数
.児童千人あたりの施設在籍児童数
児童千人あたりの保育所数
・児童千人あたりの保育所定員
・児童千人あたりの民生委員数
社会教育施設における公民館率
大人口千人あたりの精神病院数
女人口千人あたりの精神病院病床数
人口千人あたりの一般病院数
女人口千人あたりの一般病院精神病床数
社会教育施設における医療・福祉施設数
人口 1人あたりの住民税負担額
.人口千人あたりの生活保護受給人員
・面積あたりの都市計画区域率
人口千人あたりの都市計画区域居住率
面積あたりの市街化区域率
人口千人あたりの市街化区域居住率
面積あたりの市街化調整区域率
大人口千人あたりの市街化調整区域居住率
用途地域 100平方kmあたりの第一種住居専用地域率
用途地域 100平方kmあたりの第二種住居専用地域率
用途地域 100平方kmあたりの住居地域率
・用途地域 100平方kmあたりの商業地域率
.用途地域 100平方kmあたりの準工業地域率
用途地域 100平方kmあたりの工業地域率
.用途地域 100平方kmあたりの工業専用地域率
・公営住宅管理個数における住宅公給公社率
公営住宅管理個数における特定優良賃貸住宅率
・公営住宅管理個数における公団公社率
公営住宅管理個数における府営住宅率
大公営住宅管理個数における市町村営住宅率
面積あたりの公共住宅率
・面積あたりの公園率
カ防火対象物における映画館等率
・1坊火対象物におけるナイトクラブ等率
.防火対象物における飲食庖等率
.防火対象物におけるマーケット等率
防火対象物における旅館等率
・人口千人あたりの交通事故件数
人口千人あたりの刑法犯認知件数
.人口千人あたりの刑法犯検挙件数
・面積あたりの警察・消防等率
注)カ・最終分析まで残った9変数、.・・主成分分析段階まで残った6変数、.・・・重回帰分析段階で残った 17変数、
十 従属2変数
